







































効果（F＝ 30.30，p＜ .01），育児信念の主効果（F＝ 14.53，
p＜ .01）および交互作用（F＝ 12.08，p＜ .01）がみられ
た。
【研究２：方法】研究参加者　研究参加者　３歳～６歳の幼
児を育てる親17名（平均年齢37.56±3.37歳：全て女性）。な
お研究１において質問紙への回答を求めた調査協力者を含
む。
測度　（a）養育スキルの傾向：養育スキル尺度（三鈷，
2008），（b）育児信念の程度：本研究にて作成，（c）育児
に対するストレス反応：育児ストレス反応尺度（池田，
2011），（d）モニタリングの程度：本研究にて作成，（e）
フェイス項目：親の年齢，子どもの性別，年齢，兄弟の有
無を使用した。
手続き　信念モニタリング期として，１週間子どもに働き
かける際の育児信念の程度の記録を求めた。その後，子ど
もの反応モニタリング期として，１週間子どもに働きかけ
た後の子どもの反応を見ていた程度の記録を求めた。
【研究２：結果】ほめる場面における育児信念の程度，ほめ
る場面におけるモニタリングの程度，ポジティブな養育ス
キルの傾向を独立変数，モニタリングの前後におけるスト
レス反応の変化量を従属変数とする重回帰分析を行なった
結果，いずれの変数からもストレス反応に対する有意なパ
スは認められなかった（β＝-.17，n.s.：β＝-..02，n.s.：
β＝-..38，n.s.）。また，しかる場面における育児信念の程
度，しかる場面におけるモニタリングの程度，ネガティブ
な養育スキルの傾向を独立変数，モニタリングの前後にお
けるストレス反応の変化量を従属変数とする重回帰分析を
行なった結果，いずれの変数からもストレス反応に対する
有意なパスは認められなかった（β＝-..05，n.s.：β＝-..03，
n.s.：β＝-..05，n.s.）。
【総合的考察】研究１では，育児がルール支配行動になって
いない，もしくは，親自身が子どもから強化子を得られる
ような養育スキルを持っていない状態像においてストレス
が高いことが示された。また研究２では，育児信念および
子どもの反応のモニタリングの程度は，ストレス反応に影
響を及ぼさないことが示された。したがって，適応的な育
児の信念を支援者と一緒に考えながら，親が日々の育児の
中で子どもの反応をモニタリングしていくことで，ストレ
ス低下に繋がることが考えられる。また，親に子どもの反
応をモニタリングしてもらう際には，親の強化子となるよ
うな子どもの表情や行動を親自身が確認できているかに焦
点を当てて支援を行なう必要がある。
